
 

 

 

❋ 第 23 回定時総会開催 ❋ 
平成 22 年７月 1７日（土）12 時から東京銀座のラフ

ィナートに於いて第 23回定期総会が開催されました。 
本総会には、九州地域を代表し松崎理事が出席されま

した。 
司会者の大和田理事から、今期お亡くなりになった、

会員 6名の名前を読み上げ、出席者全員により黙祷を捧
げご冥福をお祈りしました。 
 早速、議長の選出に入り、平野理事が議長を務めるこ
ととなった。 

議事に先立ち法安会長から次のとおり挨拶があった。 
<法安会長の挨拶> 

今年も皆様のお元気なお姿を拝見いたしまして、大変

嬉しく存じます。 

テレビ等により

ますと梅雨明けも

秒読みに入ってい

るようですが、今年

は、特に集中豪雨が

九州を中心に荒れ

狂いました。私ども

の会員の方々が住

んでおられる地域

も大変な災害に遭われておられるのではないでしょう

か。このような状況のなかで、皆さんのご無事を心から

お祈りいたしたいと存じます。 

さて、私どもの社友会の運営でございます。毎年同じ

ことを申し上げておりますが、少しずつ良くなっており

ます。特に私が数年来強調しております役員の若返り問

題ですが、昨年の総会でうまくいきまして、以来、役員

の方が積極的となり役員会の運営等もスムーズ且つ活

発に進捗することができております。これにより、会の

活動もだいぶ上向いてまいりました。この 1 年で随分と

変わった気がしております。特に昨年の暮れに、会社が

無くなって初めての会社創立記念日前後に「センツウ同

窓の集い」を全国的に急遽行いましたが、急いだ割には

うまく行きました。北海道はともかく、東北から九州ま

で、この催しが盛大に行えたことについて深く感謝して

おります。 

このようなことで、これからは若手を中心にバリバリ

やって行くことにしけなければいけないのであります。

私も代わりたい、代わりたいと言って何年もなります。

年寄りは会長と沖本副会長の二人ぐらいです。こういう

老醜を皆様の前にさらすのはあまり良くないないので、

候補者をいろいろと探しておりますが、承諾して貰えず

困っております。この状況を斟酌いただき、会長選任に

皆さんも協力して頂きたい。特に大きな声で再度お願い

しておきます。 

 

 

 

 

 

 

 

最近だいぶ会員が増えてまいりまして、今までは関 

西・九州の地域制でしたが、このあたりで支部を創った

らどうかと、役員会で議論をして参りました結果の案が

出来ましたので、本日、皆さんにお図りいたします。ご

審議の程を宜しくお願い致します。 

最後になりましたが、皆様のご健康とご多幸をお祈り

して私の挨拶と致します。   

 < 松崎理事 > 
続いて、九州地域を代表

して参加された松崎理事か
ら次の通り挨拶があった。 
会長から九州における集

中豪雨の災害のお話があり
ましたが、会員の方々では
被災されなかったのでご安
心ください。 
 九州地域の会員は、それ
ほど多くはありません、又、
日頃の活動も停滞している
ので、「センツウ同窓の集い」
をＯＢ及び現役の方が参加

でき、皆さんが楽しんで頂けるよう環境作りに努力をし
ている。昨年は 33 名が参加され、盛大に行うことがで
きました。 
 
 平野議長が議事に入る旨宣言し、審議にはいった。 
○議題 
第 1 号議案 平成 21年度活動報告及び会計報告承認の 
      件 

      長谷川事務局長が説明し、大和田監事が会計監査 
報告を行い、議場に諮った結果、満場一致で承認さ 
れた。 

第 2 号議案 センツウ社友会会則の一部改正の件 
    長谷川事務局長が変更理由を説明し、議場に諮っ

た結果、満場一致で承認された。 
  「改正箇所」 
・第 10条 総会の項に次の文言を追加する。 

総会は、決算、活動状況等を承認し、予算 
活動計画等を決議するほか、役員の選任を 
行う。 

・第 12条 2項を追加する。 
     総会および役員会における決議は、出席者 
     の過半数をもって行う。 
・第 13条（支部）を追加する。 
      本会に支部を置くことができる。 
    ２．支部の設置、廃止については、役員会で 

決定する。 
    ３．支部内の業務運営は、支部の定めるとこ 

ろによる。 
    ４．支部長は、役員の中から会長が指名する。 

５．支部長は、重要事項について本部に報告 
する。 

・第 13条追加に伴い各条文を繰り下げる。 
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 第 3号議案 平成 22年度活動計画案及び予算案承認の  
          件      

長谷川事務局長が説明し、議場に諮った結果、満場
一致で承認された。 

○その他 役員の退任及び選任等について 
  平野議長から、議題にはなかったが、「鈴木弘理事 

は、本日を持って退任、大場理事を副会長に昇格させ 
たい。また、各支部の設置に伴い、東海支部に本田太 
作氏を理事・副会長に選任したい。」旨を説明し、議 
場に諮った結果、満場一致で承認された。 
議長は、議案はすべて承認を得たので、これをもっ

て総会は終了する旨を宣言した。  

 
❋ 役員会の開催 ❋ 

○日 時 平成 22年 4月 7日（水）13：30～16：00 
○場 所 島嶼会館 （東京都港区海岸） 

○出席者 法安会長他 10名（中央在住理事） 

１.議題 

（１）第２３回センツウ社友会定期総会開催について 

（２）「センツウ同窓の集い」実施報告（全国）につい  

   て 

（３）役員からの提案事項 

 ①事業計画と予算の関連について 

 ②社友会レクレーション活動（行事）について 

 ③組織の見直しについて 

（４）その他 

２.事務局報告  

（１）玉野義雄（元社長）氏が逝去された。 

（２）新規入会者について 

３.議事 

（１）第２３回センツウ社友会定期総会開催について 

 ①長谷川事務局長から開催方法等を説明した。 

 ②総会の開催、スケジュール、会計報告、会員への 

案内方法等を審議し、次のとおり決定した。 

・開催日 平成 22年７月 17日（土） 

・場所 ホテル銀座ラフィーナート（旧京橋会館）  

（２）「センツウ同窓の集い」実施報告（全国）につい 

   て 

①松原理事から全国 5地域（東北、中央、東海、関 

西、九州）で開催し、164名の参加を報告した。 

②各地域での開催案内状発送等の通信費及び雑費

（21,108 円）は、役員会決議どおり社友会負担と

し、清算処理をすることに決定した。 

（３）事業計画と予算の関連について 

   沖本副会長から、昨年総会時に指摘のあった資 

料「事業計画に予算と関連性のないものが記載され

ている」との 意見があったことについて、検討の結

果、今後は事業計画案中で予算額との関連性を明確

化することとした。 

（４）社友会レクレーション活動（行事）について 

  松原理事から、平成 21年度、平成 22年度の活動 

計画について提案があり、検討の結果、次のとおり 

活動計画案の骨子を決定した。 

  「会員相互の親睦等が図れるように趣味の会を設

け、担当を決めて計画的に活動することとし、当

面、中央地区で試行実施することとした。」 

 ①「センツウ同窓の集い」（12月）・・・昨年同様 

社友会後援として開催を計画。 

 ②デジカメの会（年 2回程度）・・・菅原理事担当  

 ③歩く会（ハイキング年 2回程度）・菅原理事担当 

④ゴルフの会（年 2回程度）・・・沖本副会長担当 

⑤麻雀の会（年 2回程度）・・・・大和田理事担当 

（５）組織の見直しについて 

  法安会長から、会員数も増加し規模も拡大した 

ことから、現在の 3地域制を見直し「地域の組織化

（支部化？）」について検討してはどうかとの提案が  

あり、松本理事が担当し、次回役員会までに素案を 

作成することとした。 

（６）その他 

①会員名簿（2010.3.31現在）を席上配布した。 

②「社友会だより」への記事提供の協力を依頼し 

た。 

❋ 役員会の開催（総会前）❋ 

○日 時 平成 22年７月６日（火）13：30～17：00 
○場 所 島嶼会館 （東京都港区海岸） 

○出席者 法安会長他 7名（中央在住理事） 

１．議題 

（1）「センツウ社友会第 23回定期総会」資料について 

（2）支部設置及び会則改正案について 

（3）その他 

２．事務局報告 

（1）退会者 2名 

（2）平成 22年度会費の収納率は 77％である。 

（3）平成 21年度会計監査は、6 月 25日に終了した。 

（4） 総会出席予定者は現在 45名、会場打ち合わせ済み。 

（5）郵便物の発送について、総会案内等は、郵便送付 

とし、その他は佐川急便で発送、経費節減を図る。 

３．議事 

（1）「センツウ社友会第 23回定期総会」資料について 

     長谷川事務局長から、平成 21年度会計・活動報 

告及び平成 22 年度活動計画・予算案等を説明、審

議の結果、一部訂正し、了承された。 

（2）支部設置及び会則改正案について 

 ①支部設置案について松本理事から説明し、審議の 

結果一部訂正し、了承された。 

 ②会則の一部変更案について 



 

 

   平野理事から説明し、審議の結果、一部訂正し了 

承された。 

（3）その他 

 ①総会当日の役割分担等を決定した。 

 ②「会員名簿（2010.7.1現在）」及び会員近況だより・

総会出欠状況」を席上配布した。 

 ③総会への会員の出席勧奨の協力を依頼した。 

❋ 役員会の開催（総会後）❋ 

○日 時 平成 22年７月 17日（土）14：20～16：00 
○場 所 銀座ラフィナート（東京都中央区銀座） 

○出席者 法安会長他８名（中央在住理事及び松崎 

理事） 

１．議題 

（1）第 23回定期総会の反省 

（2）会員増及び定期総会への出席者増の施策検討 

（3）支部設置について 

（4）その他 

２．事務局報告 

 本日の総会出席者は、役員を含め 44名であった。 

３、議事 

（1）第 23回定期総会の反省 

  本日の総会出席者が昨年より少なかった理由 

  ①３連休の初日・東京はお盆時期よる等影響 

  ②今後は、個別に総会出席を勧誘する必要がある。 

（2）会員増及び定期総会への出席者増の施策検討 

  ①会員増について 

   ・各役員自らが勧誘する。特に若手会員の 

増加を図る。 

・参加した意義を見出せるような施策を考える。 

・趣味の会等を積極的に実施することも必要。 

 ②定期総会への出席者増ついて 

 ・総会日程は「7月の第 2土曜日」に決めておく。 

  来年は 7月 9日（土）会場予約済 

  ・役員及び会員が、個別に総会出席を勧誘する。 

（3）支部の設置について 

  ①設置時期 平成 22年 10月 1日を目途とする。 

  ②基準案等  

松本・平野両理事が運営、会計を含めた基準 

（細則）等の素案を作成し、役員会で決定する。 

  ③設置場所等 

   平成 22年 7月 6日開催の役員会決定の「支部 

設置案」を基準とする。 

（4）その他 

  ①事務局長の交替等（時期 8月 1日） 

  ・事務局長 平野 昌明 

  ・会計担当 長谷川英夫（前、事務局長） 

  ・平野事務局長の連絡先 

  〒215-0021神奈川県川崎市麻生区上麻生 2-35-16 

  電話番号 044-955-6193（Fax兼）090-7133-1822 

  ②センツウ社友会事務所を新事務局長自宅に変更 

  ③10月頃、首都圏でハイキングを予定 

    場所は、元船舶電話基地局のあった大楠山（神   

奈川県横須賀市）を検討中。 

社友会懇親会開催（中央地区） 

     
 平成２２年 5 月８日（土）15：00 東京千代田区丸の

内の「ポールスター」

に於いて首都圏在住者

による懇親会が開催さ

れた。 

当日は、現役若手の

参加もあり 29 名の方

が参加され大いに盛り

上がった会となつた。 

法安会長の挨拶

と乾杯により開宴と

なったが、久しぶり

の開催であったこと

から出席者の近況報

告が随時行われた。 

 

<福井さん> 

 

朝 7 時に起床し近く

の川べりを散歩してい

るが、歳のせいか近頃

一つ手前でユータンし

ている。80 才になりま

した。 

 

 

 

< 今井さん> 

79 才となりましたが、毎日

栗畑、１町７反（5100 坪）の

草刈りをしている。近郊農家

は割が合わないですね。 

夕方からは毎晩酒を飲んで

いるが元気です。但し、昼間

は飲みません。 

< 大野さん> 

長いこと八ヶ岳に小屋を持

っていたが、行く度に掃除をし

食事を作る煩わしさと、車の免

許を返上した為、処分した。唯

一の隠れ家であったので少し

寂しい思いです。 

現在は高齢者用の住宅に住

んでおり、家庭菜園と高齢者サ

ークルの世話役をして楽しく

暮らしています。 

 



 

 

< 竹内敏夫さん>       

体力のある限り、何

時お迎えが来てもいい

ように、70 才までは遊

びほおける。現在、13

サークルに所属し色々

と徘徊をしています。 

 

和気藹々の内に予定の

時間となり、最後に現役若手を代表して中野博幸さんに

中締めをお願いした。 

 「本日は、諸先輩ばかりで初めから緊張していました

が、大変お元気でまた、 < 中野博幸さん>  

健啖で良くお飲みに

なられているのに驚

きました。皆さんそ

うですが、お迎えが

来るまで死ぬまで元

気で」とゆうことで、

関東一本締めで無事

お開きとなった。 

   
22年春季ゴルフコンペ開催 
       濱田 治さん優勝 

 

 平成２２年５月２０日（木）クリアビューＣ

Ｃに於いて恒例のゴルフコンペが開催されました。 

 今回は、初参加の方６名を含めて５組（19名）と大変

賑やかな大会となりました。紅一点で初参加の富岡安都

子さん（前社長婦人）は、悪条件のなか前評判どおりの

素晴らしいゴルフで、ドラコン２個とニヤピンも獲得さ

れ、ネット７０の優勝スコアでしたが、初参加のため２

位となられ、さながら富岡婦人デーの一日でした。今後

のご活躍が期待されます。 

 天候は、前日からの雨が降り続き、終日雨天でのプレ

ーとなりました。皆さんは、「雨なら涼しくていい？」 

と冗談を言いながらも久しぶりの顔合わせで話題もは

ずみ、楽しいゴルフをされました。 

 熱戦の結果、ネット７０で優勝スコアの方が２名おら

れましたが、何れも初参加は優勝なしのためネット７２

の濱田 治さんが優勝となりました。 

 参加された方々と入賞された方は次のとおりです。 

「参加者氏名（スタート順・敬称略）」 

１組 富岡 斎・阿部正一・富岡安都子・大村唱一 

２組 法安忠美・林 憲男・加藤恒男・沖本良平 

３組 菅原和夫・山形剛士・足助 正・黒田繁雄 

４組 森 勝廣・平林正夫・米丸康文・園田敏雄 

５組 濱田 治・菅原志郎・我妻 博 

「入賞された方（敬称略）」 

順位 氏 名  グロス ハンディ ネット・その他 

優勝 濱田 治  98   26   72 

２位 富岡安都子 94   24   70 DC×２・NP 

３位 米丸康文  96   26   70 

 「優勝された濱田 治さんの喜びの声」 

 昨年の秋季コンペ以来約半年ぶりのゴルフなので 100

を切ることを目標にコンペに参加しましたが、優勝させ

て頂きありがとうございました。当日は朝から小雨が降

り続く中でのプレーで、スタートホールからダボ、トリ

ダボ、ダボと続き大たたきするかと危ぶまれましたが、

メンバーに恵まれたこともあって何とか切れずに最終

ホールまで楽しくプレーできたお陰と感謝しておりま

す。 

 秋のコンペにも是非参加させて頂きたいと思います

のでよろしくお願いします。 

 
 「事務局よりひとこと」 

本日は雨のなか、円滑なコンペの運営にご協力頂きあ

りがとうございました。 

今年は、社友会発足２３年になりますが、それ以前の

社長杯当時からゴルフを続けておられる方は３名にな

りました。皆さんが健康で永くゴルフができることを願

っておりますが、加齢とともに健康を維持することの難

しさを改めて痛感しました。今後、ゴルフコンペを続け

ていくためには、特に若い方（在職中）のご努力が必要

なので、よろしくお願いします。 

次回（秋季大会）は、９月１６日（木）に開催します。

皆さん、最優先で予定に入れておいて下さい。 

ゴルフ場には宿泊施設（ホテル）が有りますので、全

国からの参加をお待ちしております。 

なお、私的なゴルフは随時行っていますので，希望さ

れる場所・日時等をご連絡下さい。 

（レポーター沖本良平さん） 

❋ 事務局からお知らせ❋ 
平成 22年 8月 1日から事務局長が代わりました。 

従って、社友会事務所も変更されました。 

  事務局長の連絡先は次のとおりです。 

 新事務局長  平野昌明 

     〒215-0021 
 住 所 神奈川県川崎市麻生区上麻生 2-35-16 
 電 話 044—955-6193（fax兼）090-7133-1822 
    
         お悔やみ 

木戸武好 様 平成 22年 1月 27日   享年 91才 

長谷川良雄様 平成 22年５月 15日  享年 80才 

         謹んでお悔やみ申し上げます。 

 

 次回の発行は、10月を予定します。 


